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放射性 '( 濃度を測定する際に、試料の濁度が高い場合は、マリネリ容器の中
での懸濁物質の沈降が生じるなど、試料によっては過大または過小評価になる可
能性がある。この場合、ゲル化法>北島ら，!,$#、松波ら!,$"B等により析出物を固
定した後に測定する方法もある。
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ここでは濃縮せずに、測定する資機材を説明するので、濃縮が必要な場合は、&
章の蒸発濃縮法を参考にされたい。

放射性'(濃度を測定する際に、試料の濁度が高い場合は、マリネリ容器の中で
の懸濁物質の沈降が生じるなど、試料によっては過大または過小評価になる可能
性がある。この場合、ゲル化法>北島ら，!,$#、松波ら!,$"B等により析出物を固定
した後に測定する方法もある。
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>$B コンタミが起きない場所を選定し、測定試料、マリネリ容器、内袋、外袋、手袋、
蒸留水、ガラス棒、はかりなどを準備する。
>!Bマリネリ容器のコンタミを防ぐために、マリネリ用の内袋を裏返す。
>#B 内袋とマリネリ容器の間になるべく空気が入らないように注意しながら内袋を

マリネリに入れる。
>%B 冷蔵保管されていた試料は結露するため、マリネリ容器に入れる前に常温に

戻して、ビーカーやポリ容器の試料を十分に混合した後、マリネリ容器に入れる。
>"Bマリネリ容器と内袋の隙間に空気が入っているか確認する。
>&Bマリネリ容器と内袋の隙間に空気が入っている場合は、ガラス棒などを用いて、

隙間の空気を減らす。
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>*B ガラス棒などを用いてマリネリ容器の底の内袋を少しずつ押すと、徐々に隙
間を減らすことができる。
>+B 量が!1以下の場合は、蒸留水を加えて、マリネリ容器内の試料を! 1までメス

アップする。
>)B マリネリ容器の蓋を締めて密封し>必要なら接着剤を使用するB、測定試料と

する。
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飲料水、水道水のような試料を測定する際には、固液分離が必要としないことか
ら、全量を測定する。
震災直後など、緊急時において、行政モニタリングとして、濃度レベルの確認が

できる。
試料の濁度が高い場合、マリネリ容器の中での懸濁物質の沈降または、有機物

のような軽い懸濁物質が表層に浮くなど、試料によっては放射性 '( 濃度を過大ま
たは過小評価になる可能性がある。
この場合、ゲル化法>北島ら，!,$#、松波ら!,$"B等により析出物を固定した後に

測定する方法もある。
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